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日本テコンドー協会（ＪＴＡ）

２０１５年１１月 理事会通信

２０１５年１１月３０日

日本テコンドー協会

理事長 河 明生

定例理事会における公開可能な決定事項につき告知します。

ＪＴＡ法 全日本ＦＴ大会法

国防・治安・災害救助の公益重視職業人の全日本大会
前、総見参加免除の特例

第２６回全日本フルコンタクト・テコンドー選手権大会への出場権を実力で獲得しながら、
関東圏選抜選手のみに課している宗師範総見に参加できなかったため、
規定どおり出場取り消し、または出場辞退となった選手が２名いた。
いずれも消防士であり（東京消防署１、横浜消防署１ 、比較的身体能力が高く、蹴りも比較的うまい。）
両名が総見に参加できなかったのは、冬季は火事が多いため若手は休みが思い通りとれないからであった。
つまり公益のため「私」が犠牲になったのである。

第１８回全日本ＦＴ大会から「出戻りの黒帯の悪行」等により、
看板であるはずの男子無差別級組手のレベルが著しく低下していたが、
第２６回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会の男子組手Ａ級の試合内容を見ても明らかなように、
ようやく第１３回全日本ＦＴ大会レベルへの復調の兆しが見え始めている。

本年１１月２６日（土 、後楽園ホール開催の）
第２７回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会の男子組手Ａ級に、上記２名が加わり、
２０１６年度新人強化選手が期待通り成長して出場権を獲得すれば、かつての組手レベルに戻ると考えている。

ＪＴＡ七大精神には、社会に感謝し、公益を重んじることとある。
職業そのものが公益重視の場合、何らかの配慮が必要であると下記の通り特例をもうける。
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記

ＪＴＡ法 全日本ＦＴ大会法

国防・治安・災害救助等の公益重視職業人の全日本ＦＴ大会前、総見参加免除の特例

第１条

１，公益重視職業人とは、国防・治安・災害救助等の公益重視を職務とする社会人をいう。

①消防士
②警察官
③自衛官
等である。

２，上記以外の公務を追加する場合がある。

第２条

１，公益重視職業人中、全日本ＦＴ大会出場権を獲得した者は、
全日本ＦＴ大会前に参加が必修とされる宗師範総見の参加を免除される場合がある。

２，上記の特例対象者となるためには、次の３つの要件を満たさなければならない。

①春から秋にかけての宗師範総見に可能な限り参加しなければならない。
この参加実績をもって全日本ＦＴ大会前の必修宗師範総見に事前参加したものとみなす。

②全日本ＦＴ大会予選会において優秀な成績をおさめ実力で出場権を獲得しなければならない。

③蹴美力に秀でていなければならない。

本法は、２０１６年１月より施行する。


